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集え！ 未来を再生する次世代カンパニー
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環境負荷をできるだけ低減し、その状態を持続可能にする
ことを目指したのが「サステナブル」。1987年、国連の
「環境と開発に関する世界委員会」にて、「持続可能な開
発（Sustainable Development）」という概念がはじめて
提唱され、自然環境の保全や企業の社会的責任を考えるう
えで、長年用いられてきた。

自然環境が本来もつ生成力を取り戻すことで、再生につなげ
ていくのが「リジェネラティブ」。環境再生型農業
（Regenerative Agriculture）などの取り組みを中心に、近
年注目を集めているが、『WIRED』日本版では「生成力を
再び取り戻す」というニュアンスから「再生（リジェネラテ
ィブ）」を再定義している。

Definition | リジェネラティブとは
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Definition | リジェネラティブとは

regenerative
AGRICULTURE
環境再生型農業

世界で注目される「リジェネラティブ」

regenerative
DESIGN
リジェネラティブデザイン

regenerative
CITY
再生可能都市
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Definition | リジェネラティブとは

SDGsを駆動する行動原理として世界的ベストセラーでも注目

2020/12/19 2022/3/19
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社会を動かし、イノベーションを生む装置として大きな役割を担ってきた「会社」の役割や
枠組みを問い直す動きが、いま世界中で始まっています。

『WIRED』日本版は、経済活動を通じて人々のつながり、社会、生態系、経済システム
を「再生」しようとする次世代カンパニー※を「THE REGENERATIVE 
COMPANY」と定義づけ、始まりつつある大きなムーブメントを捉えた特集を2023年6月に
刊行しました。

そしてこのムーブメントをより拡げていくために、未来をつくる次世代カンパニーを表彰
する「THE REGENERATIVE COMPANY AWARD」を立ち上げます。雑誌の特集で紹
介したカンパニー以外にも審査対象を拡大し、新たなエントリーも受け付けます。

「次世代カンパニー」とは、新進気鋭のスタートアップのみを指す言葉ではありませ
ん。「サステナブル」からさらに歩みを進め、生まれ変わるための小さな一歩を踏み
出した大企業も等しく評価します。

本アワードの成功は「THE REGENERATIVE COMPANY」のみでなし得るものではありません。
次世代カンパニー同士の交流のほか、彼らに共感する企業によるスポンサーシップ、彼らを語
り継ぐメディアやオーディエンスの存在などがあって初めて、社会にインパクトを与え、意義
あるものとなります。

Background | リジェネラティブ・カンパニー アワードとは

※“Company”の語源である「共にパンを食べる仲間」に立ち返り、会社以外の法人格やプロジェクトなども含めて「カンパニー」と捉える

雑誌『WIRED』日本版 VOL.49
「THE REGENERATIVE COMPANY：未来をつくる会社」
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Principles | リジェネラティブ・カンパニーの３原則

“代弁者なき”ステークホルダーに
ポジティブな影響を与える

将来世代やマルチスピーシーズ（多種）、川や森林などの自
然資本など、“見過ごされてきた”ステークホルダーの存在を
認識し、それらにポジティブな影響を与えるインセンティブ
の設計することが、これからの事業活動に求められる。

多元的な資本を生み出し、
その価値を測定する

あらゆる資本はそれぞれ独立して存在するのではなく、複雑
に絡み合っている。経済資本の最大化だけでなく、その事業
活動が生み出す人的／知的／物的／自然／社会関係資本との
つながりを再定義し、その価値を社会に示すことが重要だ。

複雑なシステムに介入し、
修復する

社会の課題がシステムに起因するものだとしたら、資本主義
の下で得た経済資本による慈善で不足を補うことは、システ
ムの延命に手を貸すことにしかならない。必要なのは、生態
系や地域社会を支えるシステムそのものに介入することだ。



Categories | アワードの選出カテゴリー

ⅰ. NEIGHBORHOOD
「つながり」と「社会」の仕組みを再生する
希薄になった人々のつながりを回復し、消滅の危機に瀕する地域のインフラを立て
直すことが、いま急務となっている。地域のコモンズを豊かにし、新しい社会シス
テムの構築と再生を目指して活動するカンパニー。

ⅱ. ECOSYSTEM
「生態系」の循環を再生する
気候危機に立ち向かうには、衣食住をとりまく複雑なサプライチェーンの再構築や、
地球のためのディープテックによる再生が求められる。土壌や海洋生態系の回復と、
新しいライフスタイルや文化の提案を両立させるカンパニー。

ⅲ. COORDINATION
「働く」と「お金」の仕組みを再生する
複雑な生態系や社会システムに介入するには、その事業に適した企業のオーナーシ
ップやガヴァナンス、資金調達のモデルが求められる。社会や企業のリジェネラテ
ィヴシフトを支え、エコシステムを豊かにするカンパニー。



ノミネート
『WIRED』日本版編集部および
外部のリジェネラティブカンパニ
ーアドバイザーが、新規または既
に雑誌特集で紹介したカンパニー
から、改めてファイナリスト候補
を推薦。

9月
上旬 サイトローンチ

WIRED.jpに特設サイトのローンチ

~9
月下
旬

審査期間
各アドバイザーから挙がった候補の中からファイナリスト企業を選出

10月
~ ファイナリスト企業発表

ウェブサイトで順次ファイナリスト企業を選出

11月
中旬 受賞式

受賞社の表彰、キーノート、懇親会など

12月
上旬

WIRED Conference 2023でのトークセッション
アワードを振り返るトークセッション
（選抜したアドバイザー、受賞企業の登壇）

受賞式
都内イベントスペースにて、審査
員とファイナリスト企業、スポン
サーなどを集めて開催

受賞企業展示
都内スペースまたはWIREDイベン
ト会場にて、ファイナリスト企業
を紹介するブースを設置

Overview | 開催概要とスケジュール（7.31更新）



ネーミングライツおよびロゴ露出
・アワード特設サイト上部にロゴ掲載
・授賞式会場での掲示および配信動画内での不定期表示
・WIRED CONFERENCE（2023年12月）における開催報告時のロゴ掲示
・開催時および受賞社決定時のプレスリリース内でのロゴ掲示および
「The Regenerative Company Award supported by ◯◯」の記載

イベントコンテンツ
・授賞式内でのショートキーノート or トークセッション
・WIRED Salon ご参加権（編集部＋審査員との懇親会）
・WIRED CONFERENCE（2023年12月）での展示ボードでのスペース提供

メディア発信
・リッチタイアップパッケージ３本連載セット
ベーシックテンプレートタイアップ記事 3回連載（30,000PV）
＋ SNSブースト Facebook/Instagram or Twitter
（Regenerative Companyを応援する意義についての単独インタビュー、事業紹介、
審査員との対談、WIRED Salonの記事化etc.）

・アワード特設サイト、受賞ファイナリスト紹介記事におけるタイアップ記事への誘導枠

納品物
・スポンサー主体ver.に編集した授賞式ダイジェスト動画
・タイアップ記事の二次利用
・アワードイベントのロゴデータ

GOLD SPONSOR ¥15,000,000（グロス）

Sponsorship | 協賛プラン



SILVER SPONSOR ¥8,000,000（グロス）

Sponsorship | 協賛プラン

ロゴ露出
・アワード特設サイト中部にロゴ掲載
・授賞式会場での掲示および配信動画内での不定期表示
・開催時および受賞社決定時のプレスリリース内でのロゴ掲示

イベントコンテンツ
・授賞式内での社名の読み上げ。
・WIRED CONFERENCE（2023年12月）での展示ボードでのスペース提供

メディア発信
・ベーシックタイアップパッケージ 2本連載セット
ベーシックテンプレートタイアップ記事 2回連載（20,000PV）
（Regenerative Companyを応援する意義についての単独インタビュー、事業紹介、
審査員との対談etc.）

納品物
・スポンサー主体ver.に編集した授賞式ダイジェスト動画
・タイアップ記事の二次利用
・アワードイベントのロゴデータ
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